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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
交
通
安
全
協
会
の
活
動
に
、
深

い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
内
の
交
通
事
故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
昨
年
は
、
発
生
件
数
、
死
傷

者
数
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
が
加
害
者
、
被
害
者
と
な
る
交
通
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
ほ
か
、
特
に
も
幼
い
子
ど
も
が
被
害
と
な
る
痛
ま
し
い
事
故
も

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
会
員
一
同
は
、「
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
交
通
秩
序

の
確
立
と
交
通
安
全
の
実
現
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
当
協
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
広
く
県
民
の
皆
様
に

命
の
大
切
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
各
種
交

通
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
県
民
の
皆
様
全
て
の
願
い

で
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
当
協
会
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
、
御
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

交通いわて



2019年1月 交通いわて　第 128 号（2）

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通
安
全

の
推
進
に
多
大
な
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
岩
手
県
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状
況
は
、
発

生
件
数
及
び
死
傷
者
数
共
に
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
貴

協
会
を
始
め
と
す
る
関
係
各
位
の
取
組
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
協
議
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
交

通
安
全
運
動
の
推
進
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
て

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
と
ご
協

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
交
通
警
察

業
務
を
は
じ
め
、
警
察
業
務
の
各
般
に
わ
た
り
多
大
な
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情
勢
を
顧
み
ま
す

と
、
発
生
件
数
、
傷
者
数
と
も
一
五
年
連
続
で
減
少
し
、
死
者

数
に
つ
き
ま
し
て
も
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
貴
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
真
摯
な
取
組
の
成
果
と
、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
民
を
交
通
事
故
の
当
事
者

に
さ
せ
な
い
た
め
、
交
通
事
故
分
析
に
基
づ
き
、
運
転
者
の
安

全
意
識
を
高
め
る
目
立
つ
街
頭
活
動
及
び
交
通
指
導
取
締
り
を

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
」

や
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９　

」
の
開
催
な
ど
、

三
陸
・
岩
手
が
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
注
目
を
集

め
る
年
と
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
支
援

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
岩
手
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
及
び
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

強
化
す
る
な
ど
、
各
種
交
通
事
故
抑
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
安
全
で

安
心
な
交
通
社
会
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
謎
掛
け
を
一
つ
。
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が
夢
中

に
な
る
と
危
険
な
も
の
と
掛
け
ま
し
て
、
髪
の
毛
を
引
っ
張
ら

れ
た
時
と
解
き
ま
す
。

　

そ
の
心
は
ど
ち
ら
も
「
毛
、
痛
い
」（
携
帯
）。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員
皆
様
の
御

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年 頭 の ご あ い さ つ

岩
手
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
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長

　
　
　

岩
手
県
知
事　

達
　
増
　
拓
　
也

岩
手
県
警
察
本
部
長　

島
　 

村 

　
　 

英

☆ 運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの

☆ 歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの

☆ 中学生以下（自分たち自身）へ交通安全を呼びかけるもの

チャイルドシート　ちいさなVIPの　指定席

危険だよ　スマホに夢中の　そこの君

とび出さない　いったんとまって　みぎひだり

2019年使用の交通安全年間スローガンが決まりました

内閣総理大臣賞

内閣総理大臣賞

内閣総理大臣賞

TM
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交通栄誉章等の表彰

　１月 17日（木）東京文京シビックホールにおいて
開催されました第 59回交通安全国民運動中央大会に
おいて、下記の方々が表彰されました。おめでとう
ございます。

交通安全功労者（盛岡）
大森　清志

交通安全功労者（盛岡）
佐藤　禎左

交通安全功労者（紫波）
深澤　剛

交通安全功労者（釜石）
菊池　重人

交通安全功労者（花巻）
髙橋　トシ

交通安全功労者（北岩手）
瀨川　實

交通安全功労者（遠野）
及川　マサ子

交通安全功労者（東磐井）
近江　育夫

優良運転者（一関）
菅原　勝雄

クイックキャッチ…上から落ちてくる赤い光を手で素早くキャッチする
クイックステップ…点灯したランプと同色のマットを素早く踏み込む

優良事業所 花巻ガス株式会社
優良安全運転管理者協議会 岩手県安全運転管理者部会連合会

優良安全運転管理者協議会 久慈地区安全運転管理者部会

JA共済連岩手様から体験型交通安全教育器材の寄贈

　岩手県交通安全協会では、交通安全講習会や各種イベント等で活用できるよう体験型の交通安全教育
器材を整備し、貸出しております。
詳細はホームページ（http://iwateken-ankyo.jp/）をご覧いただくか、
電話（019-652-4597）でお問い合わせ下さい。

いずれもゲーム感覚で自分の俊敏性、正確性を測定する
ことができ、加齢に伴う身体機能の低下を認識すること
ができます。

交通栄誉章・緑十字金章受章者

交通栄誉章・緑十字銀章受章者

優良団体受賞
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盛　岡
交通安全講話会「落語で交通安全」

北 岩 手
のりあいバス交通安全作戦

紫　波
交通安全啓発活動

北　上
三世代交流事業交通安全教室

水　沢
高齢者交通安全教室

江　刺
安全運転講習会

一　関
交通安全ふれあいの集い

東 磐 井
トイレの女神様作戦

気　仙
歩行者保護対策街頭活動

遠　野
高齢者交通安全教室

釜　石
反射材貼付活動

久　慈
自転車街頭無償点検

～ 県内から交通事故をなくすために ～

北 南から から

赤色TSマークを貼った自転車なら、
安心の保険が付いています。

防犯登録とともに
加入しませんか？

傷害補償と賠償責任補償、被害者見舞金が
セットになっているので、もしもの時に安心です。
特に平成 29年 10月 1日から、賠償責任補償の
限度額が1億円となり、さらに安心が広がりました。
（※年齢に関係なく、どなたでも入れます）

このマークのある自転車安全整備店で、
点検整備を受けて、TSマークを
貼ってもらうと、保険が付帯されます。

これで
安心！


